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খࢯୈҰ෦ͷޙ࠷ͰɺB͕modAͷnஂ෦ݍͷ߹ʹnෆެࣜΛ༩͑ɺ͞
ΒʹͦͷԠ༻ͱͯ͠ɺBʹ͓͚Δn-Auslander-Reitenରੑͷผূ໌Λ༩͑ͨɻn = 1
ͷ߹ʹݹయతͳ݁ՌΛճ෮͢ΔͷͰ͋Δɻ͜ͷ෦ͷ݁ՌɺJasso-Kvamme
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ୈೋ෦Ͱখࢯɺऑ֩Λͭ࣋Ճ๏ݍAͷಛҟݍ
Dsg(A) = Db(modA)/Kb(projA)

Λௐ͍ͯΔɻಛҟݍ 80ʹ BuchweitzʹΑͬͯಋೖ͞ΕͨͷͰɺۙͰ
OrlovΒʹΑͬͯϛϥʔରশੑʹԠ༻͞Ε͍ͯΔɻGorenstein Λͷಛҟݍ Dsg(Λ)
ɺCohen-Macaulay ΛՃ܈ͷ҆ఆݍʹଞͳΒͳ͍ɻೋͭͷಛҟݍͷؒͷ֯ࡾಉɺ
ಋདྷݍಉͷࣗવͳ֦ுͱ༷ͯ͠ʑͳ͕ڀݚͳ͞Ε͖ͯͨɻྫ͑ɺΛͱͦͷႈ
ݩ eʹରͯ͠ɺΛͱ eΛe͕ಛҟݍಉͱͳΔͨΊͷे͕݅Xiao-Wu ChenʹΑͬ  

て与えられている。小川氏はその加法圏類似として、弱核を持つ加法圏Aの反変有
限部分圏 Bに対して、制限関手Db(modA) → Db(modB)が特異圏同値
(1) Dsg(A) ≃ Dsg(B)
を導くための十分条件を与えた。さらにその応用として、アーベル圏Aとその部分
圏Bに対するAuslander-Buchweitz型条件を導入し、それから特異圏同値 (1)が導か
れることを示した。一例として、ネター環Λの余傾加群 T から特異圏同値

Dsg((modΛ)/[T ]) ≃ Dsg((
⊥T )/[T ])

が得られ、さらにこれをGorenstein環Λに適用することにより、松井-高橋の特異圏
同値Dsg(modΛ) ≃ Dsg(CMΛ)が回復される。
本論文で与えられた諸結果は当該分野において新しい知見を与えるものであり、本論

文は学位論文として十分な内容を持つものであると判断する。第一部の内容はApplied
Categorical Structures誌からの出版が確定しており、第二部の内容も arXivにて公開
されている。1月 25日に本論文に関する公開学位審査セミナーを行った。明快な講演
と的確な質疑応答を通じて、申請者が博士の学位を取得するに足る学識を有すること
を確認した。
以上によって、学位審査委員会は、申請者には博士（数理学）の学位が授与される

資格があるものと判断する。

学位審査委員会
石井亮（主査）
伊山修（指導教員）
加藤希理子（協力教員、大阪府立大学）
齊藤博
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͔ΕΔ͜ͱΛࣔͨ͠ɻҰྫͱͯ͠ɺωλʔΛͷ༨Ճ܈ T ͔Βಛҟݍಉ

Dsg((modΛ)/[T ]) ≃ Dsg((
⊥T )/[T ])

͕ಘΒΕɺ͞Βʹ͜ΕΛGorensteinΛʹద༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺদҪ-ڮߴͷಛҟݍ
ಉDsg(modΛ) ≃ Dsg(CMΛ)͕ճ෮͞ΕΔɻ
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จֶҐจͱͯ͠ेͳ༰Λͭ࣋ͷͰ͋Δͱஅ͢ΔɻୈҰ෦ͷ༰Applied
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